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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 1 0 4 21 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

大西真由美・教授 評議員 日本公衆衛生学会 

大西真由美・教授 理事 日本国際保健医療学会 

大西真由美・教授 理事 特定非営利活動法人健康都市推進会議 

大西真由美・教授 長崎県「保健事業支援・評価委員会」委員 長崎県国民健康保険団体連合会 

本田純久・教授 健康ながさき 21 調査検討小委員会委員 長崎県 

本田純久・教授 評議員 日本公衆衛生学会 

本田純久・教授 評議員 日本民族衛生学会 

本田純久・教授 代議員 日本疫学会 

江藤宏美・教授 理事、日本助産学会誌編集委員会（委員長） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会（委員） 一般社団法人日本助産学会 

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会（委員長） 
Japan Journal of Nursing Science, Associate editor  

公益社団法人日本看護科学学会 

江藤宏美・教授 事務局長 一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 理事（助産実践評価部・助産教育評価部担当） 一般財団法人日本助産評価機構 

江藤宏美・教授 理事 長崎県母性衛生 

江藤宏美・教授 国立大学教育評価委員会専門委員 大学評価・学位授与機構 

江藤宏美・教授 大学における看護系人材養成の在り方に関する

検討会委員 
文部科学省高等教育局 

江藤宏美・教授 雑誌「看護科学研究」編集委員 大分県立看護科学大学看護研究交流センター 

江藤宏美・教授 雑誌「ペリネイタルケア」編集委員 メディカ出版株式会社 

東 登志夫・教授 学術部学術委員長 日本作業療法士協会 

東 登志夫・教授 生活行為向上マネジメント推進プロジェクト委

員会委員 
日本作業療法士協会 

東 登志夫・教授 学術誌編集協力者 日本作業療法士協会 

東 登志夫・教授 理事 日本作業療法研究学会 

東 登志夫・教授 学術誌編集委員会委員長 日本作業療法研究学会 
 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
倫理的課題・ジレンマに対応する保健医療人

材育成のための基盤的研究 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
日本人留学生の海外における性行動とその

関連要因に関する研究 
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大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
結核等の健康課題をもつ刑事施設被収容者

等の包括的継続健康生活支援 

大西真由美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金基金・基盤研究 C 
震災復興過程における育児困難感を軽減す

るソーシャルサポート要件 

大西真由美・教授 公益財団法人政策医療振興財団 
平成 29 年度研究助成 

代表 受刑経験がある薬物依存症者の再犯防止に

寄与する社会的包摂プログラム開発 

本田純久・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

要介護高齢者と家族が在宅介護を選択した

時にもたらされる潜在的経済価値 

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担 がん研究開発費 
共同研究グループのデータセンター間の連

携によるがん治療開発研究の効率化と質的

向上のための研究 

本田純久・教授 公益財団法人九州先端科学技術研

究所 
分担 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基

盤技術高度化支援事業） 
高齢者の特性に合わせた独自のロジックを

持つ学習型人工知能を搭載した自動鑑別診

断システムの開発 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・基盤研究 B 
早産児から１歳までの睡眠発達のディベロ

ップメンタル指標の検討 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究 
周産期におけるレストレスレッグス症候群

の影響と生理学的実態の解明：前向きコホー

ト研究 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 A 
テーラーメイドな出産・育児を促進するオキ

シトシン活性化プログラムの開発と普及 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 B 
実践を変革する母乳育児支援専門家教育プ

ログラムと配信システムの開発 

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金・基盤研究 C 
尿失禁を予防する助産ケアのプログラム開

発 

東 登志夫・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
三次元 VR 環境による新しい半側空間無視の

評価・訓練システムの開発と有用性の検討 

東 登志夫・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
センサペグボードの開発と有用性の検討 

東 登志夫・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 
筋活動入力で多自由度指運動が可能な電動

グローブの開発と脳卒中リハビリでの効果

検証 

東 登志夫・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
高齢者施設における歩行補助具の使用実態

と満足度に関する調査研究 
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東 登志夫・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
日常生活における麻痺手の使用を促すため

の行動変容システムの開発研究 

本田純久・教授 医療法人 芙蓉会 テレケア遠隔健康システムの開発と実証に

関する研究 

本田純久・教授 長崎県 長崎県生活習慣状況調査の地域分析 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

大西真由美・教授 非常勤講師（公衆衛生学） 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

大西真由美・教授 非常勤講師（国際看護） 長崎県立大学 

江藤宏美・教授 非常勤講師（PIC:周産期集中ケア特論Ⅱ） 聖マリア学院大学 

 


